
答 
5 ± 37
2

（４）
∠ＡＣｍ＝42 30 72

∠ＡＣＢ＝
180 30

2
75

x 180 72 75( ) 33

答 33 °( )

（５） グラフは右図 y ax2 
x＝－４のとき, y＝３２ だから, 

32 a 4( )2 16a 32

a 2

変化の割合＝
2 32 2 12

3 1
18 2
2

 8

答 a 2  ,  変化の割合＝8

2011年 県立高校 数学入試問題 解答

目次2へ　　問題へ

１ （１） ア　7 3 4 7 12 5 答 5

イ　
4x 5y

3
x 2y
2


8x 10y 3x 6y

6


5x 4y
6

 答 
5x 4y

6

ウ　 27
15

3
 3 3

15 3
3

 3 3 5 3 2 3 答 2 3

（２） ax2 2ax 8a a x2 2x 8  a x 4( ) x 2( ) 答 a x 4( ) x 2( )

（３）  x 2( )2 x 7

x
5  5( )2 4 1 3( )

2 1


x2 4x 4 x 7 0

x2 5x 3 0 ＝
5  37
2

－1－

http://kore.mitene.or.jp/~tohru/mokuji2.html
http://kore.mitene.or.jp/~tohru/20011gm.pdf


答 
2
5

8
20

2
5



したがって, 求める確率は

　右図は点Ｐ（上記の２０個）をグラフに記入
したものである。２点Ａ, Ｐを通る直線の傾き
が正の数になるのは, 赤丸の点８個である。

（２）

6 1( ) 6 2( ) 6 4( ) 6 5( )
5 1( ) 5 2( ) 5 4( ) 5 6( )
4 1( ) 4 2( ) 4 5( ) 4 6( )
2 1( ) 2 4( ) 2 5( ) 2 6( )
1 2( ) 1 4( ) 1 5( ) 1 6( )

参考までに並べ方を全部書き出してみると
以下の通り。

答 20 (通り)並べ方は全部で 5 4 20（１）２　

（６）　辺ＢＡを延長した直線と, 点Ｄを通りＡＣ
　　　に平行な直線との交点をＰとすれば, Ｐは求
　　　める点である。

－2－



答 x 15 (個) , y 13 (個）

y
65
5

 135y 65

9 15 5y 200これを②´に代入してx
60
4

 15

4x 60

9x 5 x 28( ) 200

②´に①´を代入して

・・・・・・②´9x 5y 200
90x 50y 2000

②より 150x 150y 240x 12000 300x 100y 14000

・・・・・・・①´①より y x 28

（２）











・・・・・②

・①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

14000)3120(1002
100
80150150150

282

yxxyx

xxy

答以上より










14000)3120(1002
100
80150150150

282

yxxyx

xxy

⑤　代金　150x 150y 150
80
100

 2 x 100 120 x y 2x( )[ ] 14000

④　 y 2x x 28

③　３日目　１００円で 120 x y 2x( )  個売れた。

②　２日目　１５０円で y 個, １５０円×
80
100

 で 2x 個売れた。

①　１日目　１５０円で x 個売れた。

りんごは全部で１２０個

まず, 問題を整理する。（１）３　

－3－



（４） 　兄が休憩中も妹は歩き続けているので, 兄と妹の距離は次第に大きくなり, 
兄が再び歩き始めると距離は次第に縮まってくる。したがって, 距離が一番
大きくなるのは, 休憩終わりの １６分後。このときの２人の距離は, 

１６分間で妹が歩いた距離は 16 60 960 m
960 450 510 m

出発してから １６分後 距離 ５１０ｍ 答 16分後, 510m

（５） 　上図の直線１と直線２の交点の x 座標の値を求めればよい。

直線１　傾き -60 で, 点(40,0) を通ることから

y 60 x 2400 ・・・・①

直線２　傾き 75 で, 点(16,450) を通ることから

y 75x 750 ・・・・・②

①, ② を連立方程式で解いて x 23
1
3

 （分） 答 23分20秒

４　（１）   グラフより, 家から学校まで
の１２００ｍを歩くのに２０分
かかっているから, 

1200
20

60 答 毎分60 m( )

（２） 兄が歩いた距離は往復

1200 2 2400m

兄が家を出てから家に帰るまでにかかった時間は, 妹の歩いた時間４０分プ
ラス２分＝４２分から途中休憩した１０分間を引いた３２分。

2400
32

75 答 毎分75 m( )

（３）　答 右図（青色の線）

450ｍ 歩くのに

450
75

6 分 かかる

10分休憩

休憩後毎分 75m の速さで歩き, 
学校に到着するまでにかかった

時間は 
1200 450

75
10 分

学校から家まで歩くの
にかかった時間は

1200
75

16 （分）

－4－



以上

答 49：81
求める面積比は  72 : 92 ＝49 : 81

ＢＣ：ＥＦ＝ＢＣ：ＥＣ＝ＣＨ：ＣＡ＝
7
3
 : 3＝7 : 9

（相似図形の面積比は, 相似比（＝長さの比）の平方に等しい。）

△ＢＣＤと△ＥＦＤの面積比を計算できる。

また, △ＢＣＤ∽△ＥＦＤ だから 長さの比 ＢＣ：ＥＦ がら

よって,　ＥＦ＝ＥＣ 

△ＣＥＦで, ∠ＥＣＦ＝∠ＥＦＣ だから, △ＣＥＦは二等辺三角形。（３）

答 
7
3

cm( )x
14
6


7
3



6x 14

9 x2 4 9 6x x2 

よって, 32 x2 22 3 x( )2

△ＡＨＢで AH2 22 3 x( )2

△ＡＨＣで AH2 32 x2

CH＝x とすると, BH＝3-x（２）

△ＤＥＦ∽△ＡＰＣ

③, ⑥から　２組の角がそれぞれ等しいので

△ＤＥＦと△ＡＰＣで
対頂角は等しいから
　　∠ＦＤＥ＝∠ＣＤＢ・・・・・・①
弧ＢＣに対する円周角は等しいから
　　∠ＣＤＢ＝∠ＣＡＰ・・・・・・②
①, ②から
　　∠ＦＤＥ＝∠ＣＡＰ・・・・・・③
ＦＥ//ＢＣより　錯角は等しいから
　　∠ＥＦＤ＝∠ＰＣＢ・・・・・・④
ＣＰは∠ＡＣＢの二等分線だから
　　∠ＰＣＢ＝∠ＰＣＡ・・・・・・⑤
④, ⑤から
　　∠ＥＦＤ＝∠ＰＣＡ・・・・・・⑥

（１）証明５　
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